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1. 研究成果の概要
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２. 研究成果の学術的意義や社会的意義

【学術的意義】

・世界初の化学吸収法を用いたDirect Ocean Capture (DOC)技術を実証し、海水環境下でのCO2選択的回収
の可能性を大きく拡張

・高疎水性アミン系高分子吸収剤の適用により、従来の海水中CO2吸収ー放出の熱力学的制約を克服

・モジュール型フローシステムによるリアルタイム測定で、吸収と容量の定量評価手法を確立

【社会的意義】

・港湾・沿岸部の海洋環境からの CO2直接回収により、都市近海を活用したネガティブエミッション技術
の早期実装に寄与

・省スペース・ポータブル設計で漁業施設や離島エネルギーシステムとの連携が可能

・神戸市をはじめ地域行政のカーボンニュートラル目標達成を支援



３. 研究開始当初の背景



4. 研究の目的

【海水中CO₂選択的回収技術の確立】
独自開発の流れ型モジュールを用いて、海水環境におけるDirect Ocean Capture（DOC）技術を
実証する。

【高性能CO₂吸収ポリマーの最適化】
高疎水性アミン系ポリマーの構造および組成を最適化し、CO₂の吸収速度と容量を向上させる。

【吸収剤の耐久性評価とリサイクル性の検証】
複数回の吸収–放出サイクルを通じて、ポリマー吸収剤の形状・性能の維持性を評価し、実用化に
向けた信頼性を確認する。

【運転パラメータの最適化】
海洋での実環境運用を想定した流量・温度等の運転条件を検討し、将来的なパイロット導入に必要
な情報を得る。



５. 研究の方法(フロー型モジュールの作成)
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6.フロー型CO2吸収/放出システム写真
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7. 研究成果(CO2吸収フェーズ)
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8. 研究成果(CO2放出フェーズ)
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9. 研究成果(リサイクル後の変化)
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10. 研究成果(海水の変化)
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11. 研究成果(種々の官能基を導入した高分子の合成)

66%  66%  73%73% 90%90% 94%94% 85%85%収率収率

1-decene1-decene 4-fluorostyrene4-fluorostyrene 4-methylstyrene4-methylstyrene 4-tert-butylstyrene4-tert-butylstyrene styrenestyrene

69%69%94%94% 69%69% 44%44%収率収率

メタクリル酸メチルメタクリル酸メチル アクリルアミドアクリルアミド N,N-ジメチル
アクリルアミド
N,N-ジメチル
アクリルアミド

PEGPEG

R2=CH3R2=CH3 R2=HR2=H R2=HR2=H R2=CH3R2=CH3


